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これまでの主な発見遺構と出土遺物

―発見遺構―
近　　世：道路跡、溝、掘立柱建物跡、

　　　　　竪穴状遺構など

古墳時代：古墳の周溝など

縄文時代：敷石住居跡、集石、陥穴など

―出土遺物―
中・近世：陶磁器など

縄文時代：縄文土器、石器など
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今回の調査で発見された遺構・遺物のおおよその時期を示しています
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大山道
　大山は別名雨降山（あふりやま）と呼ばれ、

雨乞いに霊験ある山として信仰を集め、とく

に江戸時代以降は農民を始めとする多くの人

びとが大山を訪れました。その参詣者が行き

交った道が、大山道と呼ばれます。

　上粕屋・石倉中遺跡で見つかった上幅 8 ～

10ｍ、下幅約 4ｍの大きな道路跡も、その規

模と幾重にも踏み締められた状況から、大山

道の一部であったと考えられます。1960 年

代の航空写真（上図右下）を見ると、調査区

で発見された道の延長線上に、道らしき影を

確認することができます。現在の大山へのルー

ト、県道 611 号とは位置が異なりますが、

過去にここを通る道があったと推測されます。

　昨年度発見された部分では 17 世紀（江戸

時代前半）の短期間のみの使用で廃絶したと

考えましたが、今回の調査で発見された南半

分は、18 世紀以降も継続して使用されてい

たことがわかりました。

上粕屋・石倉中遺跡の発掘調査
　伊勢原市上粕屋に所在する石倉中遺跡では、

一般国道 246 号（厚木秦野道路）建設にと

もなう発掘調査で、江戸時代から旧石器時代

にいたる時代の遺構・遺物が発見されました。

　今回ご覧いただく調査区では、近世時期の

遺構に、大規模な道路跡や溝、掘立柱建物跡、

があり、陶磁器などの遺物が出土しています。

古墳時代の遺構では、古墳 3 基の周溝跡がみ

つかりました。

　また現在、縄文時代の遺構調査を進めてい

るところです。昨年度の調査では、縄文時代

早期の陥穴（おとしあな）や集石遺構、後期

前葉の敷石住居跡や屋外埋甕などが、多量の

土器とともに発見されており、今年度の調査

でも縄文時代の遺構が見つかることが予想さ

れます。

3号道状遺構と大山 調査区全景(西から)



縄文時代の遺構

　縄文時代早期の遺

構として、陥穴（お

としあな）や、調理

の跡とされる集石遺

構がありました。後

期の遺構では敷石住

居跡などが見つかり

ました。また後期前

半（堀之内 1 式）を

中心とする大量の縄

文土器が出土しまし

た。

71 号土坑（陥穴） 3号集石

3号敷石住居（敷石の状況） 3号敷石住居（敷石下面の柱穴） 3号敷石住居内出土土器

大量の縄文土器（縄文時代包含層）

※昨年度調査

江戸時代の大山道（3号道状遺構）

　道は幅 8 ～ 10ｍ、深さ 1 ～ 2ｍの溝状の

掘り込みの上に、踏み固められた面が重層的に

検出されています。上層では両側に石列や、道

沿いの建物への通じると思われる斜路が作られ

ている様子がみられました。

　昨年度おこなった道の北半部の調査では、江

戸時代前半の 17 世紀に使われて埋まった後、

宝永年間に噴火した富士山の火山灰が積もって

いたことから、この道は 18 世紀初頭には使わ

れなくなったと考えていました。しかし南半部

の調査で、部分によっては 18 世紀以降も使用

されていたことがわかりました。

古墳時代・古代の遺構

　鈴川の両岸では古墳時代後期の古墳群が確認されており、ここでもその一部をなす円墳が見つかりま

した。上部にあったはずの墳丘や石室は残念ながら残っていませんでしたが、墳丘の周りをめぐる溝が

検出されました。

　また、調査区東端で古代の土坑群が見つかりました。

古代の土坑群５号古墳 古代の円形土坑（165号土坑）

道上層で検出された石列（南から）
両側に人頭大から 80cm 程度の石が並べら
れていました。

道沿いの建物への斜路
道沿いの溝の一部を埋め立てて、斜路が作ら
れていました。両脇に石を配しています。　

完掘状況（南から）
掘り込んで道の基盤が作られています。

1 号掘立柱建物跡の柱穴
柱穴を真横から見たところです。

柱穴の底に、根石が置かれてい

ました。

150 号土坑
長さ 2.4ｍ、幅 0.8 ～ 0.4ｍで、

墓の可能性が考えられます。

近世の遺構・遺物

　今回の調査では昨年度

見つかった 3 号道状遺構

の南側の続きが見つかり

ました。

　そのほか、掘立柱建物

跡や溝、土坑など、江戸

時代の人びとがこの辺り

の土地を利用していた様

子をうかがうことができ

る遺構が発見されていま

す。

道の底部で検出された波板状凹凸
道を作る際の基盤工事の痕跡です。

完掘状況（北から）
掘り込みは深いところで２m もあります。

近世陶磁器の出土状況
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